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Nexus データセンター スイッチ ファミリ
Cisco Unified Fabric Cisco Nexus Data Center Switch Family

レガシーの STP を使用した L2 ネットワークでは、STP ブロッキ
ング ポートによる帯域の非効率な利用状況、ツリー構造に制約さ
れた最適でないデータパス、また障害時の遅い収束時間など、さま
ざまな問題があります。Cisco FabricPath は IS-IS を利用した 
L3 ルーティングの機能を L2 の世界に適用、接続されたすべての
ポートを利用可能にし、最大 16 経路の ECMP をサポートしま
す。また、L2 ネットワーク トポロジのリンク ステート情報をもとに

最適なデータパスを計算、常に最短の経路でデータを転送すると
ともに、常に安定した低遅延ネットワーク サービスを提供します。
最大で 16 台のコア スイッチと 32 台のアクセス スイッチが接続可
能であり、実に 160Tbps もの大容量ユニファイド ファブリックを
構築可能にします。さらに IEEE TRILL をシスコの独自機能で拡張
し、FP 網に接続するスイッチ サーバに対し VPC+ によるアクセス 
レイヤ レベルでの冗長化も提供します。

今日データセンターは日々のビジネス要求に対し、迅速なプロビ
ジョニング、サービスの立ち上げを行いつつ、さらにどんな状況にお
いてもビジネスの効率性・持続性を提供するため、グリーン オペ
レーション、ディザスタ リカバリ、ワークロード モビリティを提供す
る必要があります。

これに伴い、サーバの CPU ソケット コア、メモリ、NIC/HBA の集
約度、敷設するケーブル、また単一サーバ上で稼働する VM は急
激に増加し、効率的な運用管理とビジネスに求められる俊敏性や
持続性を著しく阻害しつつあります。

Cisco Nexus データセンター スイッチ ファミリは、データセン
ターにおける日々の困難、問題を解決するため、モジュラ型スイッチ

からハイパーバイザ スイッチまで、エンドツーエンドのデータセン
ター ソリューションを提供します。

顧客はそれぞれのビジネス要件、規模に応じて、豊富な Nexus の
ハードウェア、ソフトウェア ポートフォリオから自由にプラットフォー
ム、ソリューションを選択し、最適なデータセンター インフラストラ
クチャを迅速に展開することが可能です。

コア・アグリゲーション用の Nexus 7000 シリーズ、アクセス用の
Nexus 5000、3000、2000 シリーズ、そしてハイパーバイザ上で
強力かつフレキシブルなネットワーク サービスを提供する Nexus 
1000V など、完全なポートフォリオで次世代データセンターの
インフラストラクチャを支えます。

Nexus 次世代データセンターを支えるイノベーション

Unified Fabric イノベーション

Cisco NX-OS： ハイパーバイザからデータセンター コアまでを単一 OS でカバー

Cisco FabricPath
IETF TRILL ベースの大容量 L2 ファブリック

N7K-F132XP-15
Nexus 7000 用 Cisco FabricPath 対応
I/O モジュール

Nexus 5500 シリーズ
2011 年下半期 FabricPath 対応予定
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・ すべてのポートが利用可能

レガシーのSTPを使用したネットワーク
・ 多くのブロッキング ポートが存在
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Cisco Nexus Data Center Switch Family

アクティブ/アクティブ データセンターを実現するためにはさまざ
まなテクノロジーが要求されますが、その主なものとして 
VMWare vMotion© やサーバ クラスタリングで使用される
ルーティング不可能なトラフィックをデータセンターの物理的なロ
ケーションを超えてコネクションを提供するための、 L2 ネットワー
クの延伸（DCI：データセンター インターコネクト）があります。
もう 1 つは L2 ネットワークの延伸によって引き起こされる L3 
ルーティングの非対称、リダイレクションを是正するための IP 
ルーティングの最適化があります。
DCI の技術として主なものにダーク ファイバ、EoMPLS、 VPLS 
などがありますが、ダーク ファイバは DCI を行いたい各拠点間
でダーク ファイバ自体が利用可能でない場合があります。
EoMPLS/VPLS の問題は、高価な MPLS 網が必要なこと、ま
た煩雑な管理、ネットワーク管理者の技術力不足などが挙げられ
ます。

LISP/OTV アクティブ/アクティブ データセンター
I/O の統合における重要なコンポーネントとしては、CNA そして DCB/FCoE がありますが、真の LAN/SAN 統合を実現するための必須
の機能としてマルチホップ FCoEが挙げられます。Nexus 5000/2000 シリーズで早くからマルチホップ FCoE に対応してきましたが、
NX-OS 5.2 で Nexus7000 および MDS 9500 でもマルチホップ FCoE に対応しました。

Nexus 7000/MDS 9500 マルチホップ FCoE

OTV はそのような DCI における問題を簡単に解決しま
す。最低限の設定で、どのようなネットワーク上にでも仮想
的なマルチポイント L2 ネットワークを構築可能にします。
OTV を実装するためのコア ネットワークは通常の IP 網、
MPLS 網、ダーク ファイバーなど、インフラを選びません。
また、各サイトにおける STP のドメインはそれぞれの OTV 
サイト内に分離され、特定拠点の L2 ネットワークの不具合
が他の拠点に伝播することを防ぎ、非常に信頼性の高い 
DCI インフラを担保します。

OTV（Overlay Transport Virtualization）

現行の IP アドレスの問題は単一の IP アドレス スペースにサブ
ネットとホスト アドレスというそれぞれルーティング用の情報と、
ホストの識別子が組み込まれており、 1 つの IP アドレスがあるサ
イトから別のサイトに移動した場合、最適なルーティングに悪影
響が出ます。
この問題を解決するのに最適な技術が Nexus 7000 で利用可能
な LISP です。LISP によって、単一の IP アドレスに含まれるルー
ティング情報とホスト識別子は分離され、L2 ネットワークの延伸に
よって引き起こされた L3 ルーティングの問題を解決します。OTV 
と LISP を併用することにより、柔軟なワークロード モビリティ、
ディザスタ リカバリなど、次世代データセンターにおける要件を容
易に実現できます。

LISP（Location ID Seperation Protocol）

OTV による L2 ドメインの延伸

Nexus 7000/MDS 9500 のマルチホップ FCoE の対応により LAN/SAN の統合はさらに加速します。MDS 9500 によってシームレス
な FC/FCoE SAN の統合が実現。これにより既存の FC ベースの SAN に一切変更を加えることなく CNA ベースの新しいサーバ アクセ
ス インフラストラクチャを FC SAN に接続することが可能です。また Nexus 7000 に FCoE 直接接続のストレージを接続する構成、
Nexus 5000 で FCoE NPV を使用してスケーラブルな FCoE ネットワークを構築するなど、非常に柔軟かつ信頼性の高い I/O 統合を実
現することが可能になりました。
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・ LANの伸長

サービス ローカライゼーション
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vSwitch

vSwitch

業界最高性能の LAN/SAN プラットフォーム

高性能かつ対障害性の高い
 LAN/SAN スイッチ

Nexus 7000 FCoE
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ファイバ チャネル SAN への投資保護

MDS 9500 FCoE サポート

Nexus 5000、Nexus 7000、MDS 9500で
サポート

マルチホップ FCoE

再配線不要
マルチプロトコルによる柔軟性 

アクセス レイヤの CapEx（設備投資）
 コスト削減（～45%）

既存の MDS FC SAN との
シームレスなネットワーク統合

特徴 利点
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FC SAN
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Cisco Nexus Data Center Switch Family

Cisco Adapter-FEX/VM-FEX は IEEE802.1Qbh をベースに
した仮想エッジのスイッチング技術で、ベアメタル OS 上の仮想化
された複数の NIC/HBA あるいは VM に割り当てらた仮想 
NIC/HBA インターフェイスが Nexus 5500 上で、vEth インター
フェイスとして認識され、仮想インターフェイス間のトラフィックのモ

ニタリング、ポリシーの適用、また VM の移動時のポリシーの自動
追尾などを容易に実現します。またすべてのパケット スイッチングは 
Nexus5500 上で行われるため、ハードウェア ベース パフォーマン
スが得られます。

Adapter-FEX はファブリックを FEX の ToR からさらにサーバ
のアダプタまで延伸します。単一の CNA が複数の PCIe デバイ
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ユニファイド ファブリック、I/Oのエコパートナー
シスコのDCBA戦略、ユニファイド ファブリック、ユニファイド I/O はシスコだけで実現するものではありません。
サーバやストレージ メーカー、サーバやストレージに使用するアダプタ メーカー、仮想化と管理のツールを提供するメーカー、それからケー
ブリングや空調の最適化を図るファシリティ メーカー。
シスコは、業界の各トップ プレイヤーと協調してお客様の利益となるソリューションを提供していきます。

仮想マシンに最適化された
ユニファイド I/O、ユニファイド ファブリック
仮想マシンを認識できる VN-Link（IEEE 802.1Qbh）
シスコの Adapter-FEX および VM-FEX の技術には現在標準
化中の IEEE 802.1Qbh Bridge Port Extention（VN-Tag）
という技術を使用しています。仮想アダプタ /VM から Nexus 
5500 シリーズ間でやりとりされる Ethernet フレームには 
802.1Qbh タグ（VN-Tag）が付与され、そのタグの情報をもとに 
Nexus 5500 上で仮想インターフェイスを構成します。

新たなタグを付けるというシンプルなソリューションにより、仮想
リンクで利用できる各種 Ethernet のアプリケーションには一切
変更を加えることなく、仮想リンク レベルでのセキュリティ、ポリ
シー、統計情報のコントロールを行うことが可能です。これらのコ
ントロールはすべて Nexus5500 上で行うことが可能なため、
ネットワーク部門とサーバ部門の責任分界点の明確化を可能に
します。

次世代の仮想環境に最適なネットワーク
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Cisco NX-OSは、モジュール性、復元性、サービサビリティを基礎
として構築された、データセンターのOSです。
実績のあるCisco SAN-OSソフトウェアを基に開発された
Cisco NX-OSは、継続的なアベイラビリティを保証し、ミッション
クリティカルなデータセンター環境の堅牢性を確保します。
自己修復機能を備え、高度にモジュール化されたCisco NX-OS
は、ゼロインパクト運用を実現し、きわめて柔軟な運用を可能に
します。

データセンターの要件に特化したCisco NX-OSは、現在および
将来のデータセンターで要求されるルーティング、スイッチング、
およびストレージ ネットワーキングの要件を満たす、堅牢な機能
を豊富に備えています。Cisco IOS®ソフトウェアと同様にXML
（Extensible Markup Language）インターフェイスとCLI（コマ
ンドライン インターフェイス）を持つCisco NX-OSは、主要なネッ
トワーキング標準およびシスコが持つ、真のデータセンター クラス
の革新的技術を実装した最先端のOSです。

NX-OSは、Nexusファミリ、MDSファミリで採用されており、データセンター全体で統一された管理環境を提供できます。

Cisco DCNMは、データセンターのネットワーク運用に特化した、包括的かつ中央集中型の管理ソリューションです。
データセンター全体のアップタイム、信頼性向上をサポートし、お客様のBusiness Continuity（BC）を実現します。
データセンターの管理に特化したDCNMは、ルーティング、スイッチング、SAN、セキュリティの管理者が必要な豊富で直感的な管理機能
を提供します。

データセンター ネットワークを一括管理

データセンター クラスの信頼性の高いOS

■ Cisco NX-OS

■ Cisco Data Center Network Manager（DCNM）

IOS

SAN-OS

データ転送の
柔軟性

運用
継続性

インフラ
スケーラビリティ

NX-OS

Cisco MDSファミリ

VMWARE

VMWARE INFRASTRUCTURE

Data Center Network Manager（DCNM）

データセンターのネットワークを集中管理
 ・ ファイバ チャネル、イーサネット、IPルーティング、
ネットワーク セキュリティ ドメインを意識

正確かつ簡易なプロビジョニング
 ・ シンタックス（形式、構文）やセマンティック（意味）を
チェックすることによりコンフィギュレーションの妥当性確認

システム ヘルス モニタリング
 ・ リアルタイム アラート
 ・ トラフィック パフォーマンス統計 &指標
最新の革新的なネットワーク機能の導入を容易にする
 ・ ファースト リリースからVDCをサポート
 ・ RBACなどのセキュリティ サポート
業界標準のSOAP/XML API
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Cisco Nexus 7000シリーズは、拡張性の高いエンドツーエンド10ギガビット イー
サネット ネットワークのために設計された、データセンター クラスのモジュラ スイッチ
です。

この製品に実装されているファブリック アーキテクチャは 15テラビット／秒（Tbps）を
超える拡張が可能で、将来は 40Gbpsイーサネットおよび 100Gbpsイーサネット
をサポートすることができます。

この新しいプラットフォームは、優れたスケーラビリティ、継続的なシステム運用、および
データ転送の柔軟性を実現するように設計されています。Cisco Nexus 7000のオ
ペレーティング システムには、最先端のCisco NX-OSが採用されています。

Cisco Nexus 7000 F1 シリーズ　モジュールは 32 ポート 1G または 10G をサポートする初のデータセンター I/O モジュールとなり、 
230GBbps のファブリック コネクションを備え、FCoE、IEEE DCB、そして Cisco FabricPath Switching System をサポートしま
す。　F1 シリーズ モジュールにより、シスコ ユニファイド ファブリックのアーキテクチャがさらに進化し、データセンターに真のイノベーショ
ンをもたらします。

レガシーの STP を使用した L2 ネットワークでは、STP ブロッキン
グ ポートによる帯域の非効率な利用状況、ツリー構造に制約された
最適でないデータ パス、また障害時の遅い収束時間など、さまざま
な問題があります。Cisco FSS は IS-IS を利用した L2 ルーティ
ングの機能を持ち込むことにより、接続されたすべてのポートを利用
可能にし、最大 16 経路の ECMP をサポートします。また、L2 のリ
ンク ステート情報を基に最適なデータ パスを計算、常に最短の経

路でデータを転送するとともに、常に安定した低遅延ネットワーク 
サービスを提供します。
最大で 16 台のコア スイッチと 32 台のアクセス スイッチを接続可
能。実に 160Tbps もの大容量ユニファイド ファブリックを構築可
能。さらに IEEE TRILL をシスコ独自の機能で拡張し、FSS 網に接
続するスイッチ サーバに対し VPC+ によるアクセス レイヤ レベル
での冗長化も提供します。

Cisco Nexus 7000シリーズ Cisco Nexus 7000 F1 シリーズ I/O モジュール

Cisco FabricPath Switching System（ファブリックパス スイッチング システム）

■ 製品の概要

 ・ 将来 15 Tbps以上にも拡張できるようにシステムが設計されて
いるため、投資が保護される

 ・ マルチコア、マルチスレッドOSによってCPUリソースが最適化
され、複数モジュールに分散したプロセッサにタスクをオフロー
ドすることができる

 ・ Cisco Trusted Security（TrustSec）によるスケーラブルな
セキュリティ（リンク レイヤ暗号化、セキュリティ グループ アクセ
ス コントロール リスト、ロールベース アクセス コントロール）

 ・ Flexible NetFlowによるネットワーク インフラストラクチャ最
適化、運用コスト削減、キャパシティ プランニングの改善

 ・ 1G もしくは 10G のデュアル スピード ポート
 ・ マルチ プロトコル（レガシー イーサネット、

DCB、vPC/vPC+、FabricPath、FCoE）
 ・ 230Gbps のファブリック コネクション
 ・ 320Gbps のローカル スイッチング
 ・ 480Mpps のフォワーディング能力（7.6Tpps）

Cisco Nexus 7000シリーズの利点
■ インフラストラクチャのスケーラビリティ

■ Cisco FabricPath Switching System により柔軟かつ大容量のデータセンター L2 ネットワークを構築可能

シスコは継続的に環境に優しいグリーンなプラットフォームを提供し
ています。
Cisco Nexus 7000シリーズにおいても、1 10GbEポートあた
りの消費電力を従来のCatalyst 6500よりさらに削減しました。
また、Virtual Device Context（VDC）など、仮想化機能を強化
し、必要な機能を必要なだけ使用できます。
資源の有効活用手段を提供します。

■ グリーンなプラットフォーム

 ・ データ損失や運用中断を伴わないアップグレードが可能であり、
サービス ダウンタイムが生じない

 ・ CMP（接続管理プロセッサ）によって管理のためのアウトオブバ
ンド アクセスを統合

 ・ アップグレードやその他のソフトウェア操作の影響を最小限に抑
える「グレースフル」システム運用

 ・ 包括的なXML（Extensible Markup Language）APIによっ
てプラットフォームの全面的管理が可能

■ 運用継続性

 ・ FCoEを統合したユニファイド ファブリック アーキテクチャ
 ・ 仮想化コントロール プレーン／データ プレーン フォワーディング
によるパフォーマンス最適化

 ・ 仮想デバイス コンテキスト（VDC）によってソフトウェア／ハード
ウェア リソース利用効率が最大化され、同時にセキュリティの強
化とソフトウェア障害分離を実現

 ・ 新しい 40 Gbpsイーサネットおよび 100 Gbpsイーサネット
の標準もサポートする設計

■ データ転送の柔軟性
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Cisco Nexus 7000 F1 シリーズ　モジュールは 32 ポート 1G または 10G をサポートする初のデータセンター I/O モジュールとなり、 
230GBbps のファブリック コネクションを備え、FCoE、IEEE DCB、そして Cisco FabricPath Switching System をサポートしま
す。　F1 シリーズ モジュールにより、シスコ ユニファイド ファブリックのアーキテクチャがさらに進化し、データセンターに真のイノベーショ
ンをもたらします。

レガシーの STP を使用した L2 ネットワークでは、STP ブロッキン
グ ポートによる帯域の非効率な利用状況、ツリー構造に制約された
最適でないデータ パス、また障害時の遅い収束時間など、さまざま
な問題があります。Cisco FSS は IS-IS を利用した L2 ルーティ
ングの機能を持ち込むことにより、接続されたすべてのポートを利用
可能にし、最大 16 経路の ECMP をサポートします。また、L2 のリ
ンク ステート情報を基に最適なデータ パスを計算、常に最短の経

路でデータを転送するとともに、常に安定した低遅延ネットワーク 
サービスを提供します。
最大で 16 台のコア スイッチと 32 台のアクセス スイッチを接続可
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Cisco Nexus 7000シリーズ Cisco Nexus 7000 F1 シリーズ I/O モジュール

Cisco FabricPath Switching System（ファブリックパス スイッチング システム）

■ 製品の概要

 ・ 将来 15 Tbps以上にも拡張できるようにシステムが設計されて
いるため、投資が保護される

 ・ マルチコア、マルチスレッドOSによってCPUリソースが最適化
され、複数モジュールに分散したプロセッサにタスクをオフロー
ドすることができる

 ・ Cisco Trusted Security（TrustSec）によるスケーラブルな
セキュリティ（リンク レイヤ暗号化、セキュリティ グループ アクセ
ス コントロール リスト、ロールベース アクセス コントロール）

 ・ Flexible NetFlowによるネットワーク インフラストラクチャ最
適化、運用コスト削減、キャパシティ プランニングの改善

 ・ 1G もしくは 10G のデュアル スピード ポート
 ・ マルチ プロトコル（レガシー イーサネット、

DCB、vPC/vPC+、FabricPath、FCoE）
 ・ 230Gbps のファブリック コネクション
 ・ 320Gbps のローカル スイッチング
 ・ 480Mpps のフォワーディング能力（7.6Tpps）

Cisco Nexus 7000シリーズの利点
■ インフラストラクチャのスケーラビリティ

■ Cisco FabricPath Switching System により柔軟かつ大容量のデータセンター L2 ネットワークを構築可能

シスコは継続的に環境に優しいグリーンなプラットフォームを提供し
ています。
Cisco Nexus 7000シリーズにおいても、1 10GbEポートあた
りの消費電力を従来のCatalyst 6500よりさらに削減しました。
また、Virtual Device Context（VDC）など、仮想化機能を強化
し、必要な機能を必要なだけ使用できます。
資源の有効活用手段を提供します。

■ グリーンなプラットフォーム

 ・ データ損失や運用中断を伴わないアップグレードが可能であり、
サービス ダウンタイムが生じない

 ・ CMP（接続管理プロセッサ）によって管理のためのアウトオブバ
ンド アクセスを統合

 ・ アップグレードやその他のソフトウェア操作の影響を最小限に抑
える「グレースフル」システム運用

 ・ 包括的なXML（Extensible Markup Language）APIによっ
てプラットフォームの全面的管理が可能

■ 運用継続性

 ・ FCoEを統合したユニファイド ファブリック アーキテクチャ
 ・ 仮想化コントロール プレーン／データ プレーン フォワーディング
によるパフォーマンス最適化

 ・ 仮想デバイス コンテキスト（VDC）によってソフトウェア／ハード
ウェア リソース利用効率が最大化され、同時にセキュリティの強
化とソフトウェア障害分離を実現

 ・ 新しい 40 Gbpsイーサネットおよび 100 Gbpsイーサネット
の標準もサポートする設計

■ データ転送の柔軟性
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Cisco Nexus 7000シリーズ スイッチは、ビジネス ニーズに応じて複数の仮想デバイスにセグメント化することができます。ハードウェア
とソフトウェアの独立したパーティションを作成する仮想デバイス コンテキスト（VDC）機能によって、ネットワーク トラフィックの真のセグ
メント化が可能になり、コンテキスト レベルでの障害分離と管理が実現します。

Cisco Nexus 7000シリーズではCisco TrustSecをサポートするセキュリティ ハードウェアが組み込まれており、データの機密性、
スケーラブルな環境を提供します。

具体的には、先進的なセキュリティ機能が I/Oモジュールに組み込まれており、Cisco TrustSecをハードウェアでサポートします。
すべてのポートに 128ビットAES（Advanced Encryption Standard）暗号化機能があり、ラインレートでのデータの機密性と完全
性が保証されます。

仮想化技術：1つの物理筐体で複数の論理筐体を提供

ノンストップ システム オペレーション

Cisco Nexus 7000シリーズは、いかなる状況でも継続的なシ
ステム運用が可能です。サービスを中断することなく、保守、アップ
グレード、ソフトウェア認定を行うことができます。プロセスのモ
ジュール性、モジュラ式のパッチ適用、In Service Software 
Upgrade（ISSU）への対応、およびNonstop Forwarding
（NSF）による自動グレースフル リスタートとステートフル プロセ
ス リスタートを組み合わせることで、ソフトウェアのアップグレードなどの操作による影響が最小限に抑えられます。

■ アベイラビリティと信頼性

■ 仮想デバイス コンテキスト（VDC；Virtual Device Context）

ラインレートで L2リンクごとの暗号化
■ Cisco TrustSec/802.1AE
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Cisco Nexus 7010データセンター スイッチ標準構成

Cisco Nexus 7010参考構成

製品型番

インターフェイス オプション

製品名 数量

N7K-C7010-BUN Cisco Nexus 7000シリーズ 10スロット シャーシ バンドル
（ケーブル マネジメントおよびファン付き、電源ユニット（2）、ファブリック（3）、スーパーバイザ（1）） 1

N7K-SUP1 Cisco Nexus 7000シリーズ スーパーバイザ モジュール
（外部 8 GBログ フラッシュ付き、オプションの外部 2 GB拡張フラッシュは含まれない）

Cisco Nexus 7000シリーズ 48ポート10/100/1000イーサネット（SFP）モジュール 40ギガビット ファブリック
（SFP光モジュールが必要）

Cisco Nexus 7000シリーズ 32ポート10ギガビット イーサネット モジュール、80ギガビット ファブリック
（SFP＋ 光モジュールが必要）

Cisco Nexus 7000シリーズ 8ポート10ギガビット イーサネット モジュール、80ギガビット ファブリック
（×2光モジュールが必要）

オプション

N7K-C7010-FAB-1 Cisco Nexus 7000 18スロット ファブリック モジュール － スロットあたり46Gbps オプション

N7KS1K9-50

N7K-M148GT-11

N7K-M108X2-12L

Cisco Nexus 7000 スーパーバイザ 1 用 Cisco NX-OS リリース 5.0 ソフトウェア

アクセサリ、電源ケーブル、ライセンス、フラッシュ、その他

Cisco Nexus 7000シリーズ 48ポート10/100/1000イーサネット モジュール 40ギガビット ファブリック

1

N7K-AC-6.0KWまたは
N7K-DC-6.0KW

N7K-M148GS-11または
N7K-M148GS-11L

N7K-M132XP-12または
N7K-M132XP-12L

Cisco Nexus 7000シリーズ 6kW AC（またはDC）電源 オプション

Cisco Nexus 7018データセンター スイッチ標準構成

Cisco Nexus 7018参考構成

製品型番

インターフェイス オプション

製品名 数量

N7K-C7018 Cisco Nexus 7000シリーズ 18スロット シャーシ
（ケーブル マネジメントおよびファン付き、電源装置なし） 1

N7K-SUP1 Cisco Nexus 7000シリーズ スーパーバイザ モジュール
（外部 8 GBログ フラッシュ付き、オプションの外部 2 GB拡張フラッシュは含まれない） 1

N7K-C7018-FAB-1

N7KS1K9-50

N7K-M148GT-11

Cisco Nexus 7000 18スロット ファブリック モジュール － スロットあたり46Gbps

Cisco Nexus 7000 スーパーバイザ 1 用 Cisco NX-OS リリース 5.0 ソフトウェア

Cisco Nexus 7000シリーズ 48ポート10/100/1000イーサネット モジュール 40ギガビット ファブリック

3

1

N7K-AC-6.0KWまたは
N7K-DC-6.0KW

N7K-M148GS-11または
N7K-M148GS-11L

N7K-M132XP-12または
N7K-M132XP-12L

Cisco Nexus 7000シリーズ 6kW AC（またはDC）電源

Cisco Nexus 7000シリーズ 48ポート10/100/1000イーサネット（SFP）モジュール 40ギガビット ファブリック
（SFP光モジュールが必要）

Cisco Nexus 7000シリーズ 32ポート10ギガビット イーサネット モジュール、80ギガビット ファブリック
（SFP＋ 光モジュールが必要）

N7K-M108X2-12L Cisco Nexus 7000シリーズ 8ポート10ギガビット イーサネット モジュール、80ギガビット ファブリック
（×2光モジュールが必要）

2

アクセサリ、電源ケーブル、ライセンス、フラッシュ、その他

前面

背面

21RU

1 I/Oモジュール
あたり230Gbps
（46Gbps × 5）の
スイッチング容量

ファブリック モジュール× 5枚まで収容

電源ユニット、電源ソースの
冗長化が可能なAC電源

8ポート10GbEモジュール（× 2）
32ポート10GbEモジュール

（SFP/SFP＋）

I/Oモジュール× 8枚まで収容

48ポートGbEモジュール
（RJ45あるいはSFP）

前面

背面

25RU

1 I/Oモジュール
あたり230Gbps
（46Gbps × 5）の
スイッチング容量

ファブリック モジュール× 5枚まで収容

電源ユニット、電源ソースの
冗長化が可能なAC電源

8ポート10GbEモジュール（× 2）
32ポート10GbEモジュール

（SFP/SFP＋）

I/Oモジュール× 16枚まで収容

48ポートGbEモジュール
（RJ45あるいはSFP）
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Cisco Nexus 7010データセンター スイッチ標準構成
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（SFP＋ 光モジュールが必要）

N7K-M108X2-12L Cisco Nexus 7000シリーズ 8ポート10ギガビット イーサネット モジュール、80ギガビット ファブリック
（×2光モジュールが必要）

2

アクセサリ、電源ケーブル、ライセンス、フラッシュ、その他

前面

背面

21RU

1 I/Oモジュール
あたり230Gbps
（46Gbps × 5）の
スイッチング容量

ファブリック モジュール× 5枚まで収容

電源ユニット、電源ソースの
冗長化が可能なAC電源

8ポート10GbEモジュール（× 2）
32ポート10GbEモジュール

（SFP/SFP＋）

I/Oモジュール× 8枚まで収容

48ポートGbEモジュール
（RJ45あるいはSFP）

前面

背面

25RU

1 I/Oモジュール
あたり230Gbps
（46Gbps × 5）の
スイッチング容量

ファブリック モジュール× 5枚まで収容

電源ユニット、電源ソースの
冗長化が可能なAC電源

8ポート10GbEモジュール（× 2）
32ポート10GbEモジュール

（SFP/SFP＋）

I/Oモジュール× 16枚まで収容

48ポートGbEモジュール
（RJ45あるいはSFP）



16 17

Cisco Nexus 5548UP/5596&P  は、1RU もしくは 2RU の 
10 ギガビット イーサネット、IEEE Data Center Bridging、
FCoE アクセス レイヤ スイッチです。

Nexus 5500UP は、小型ながら 960Gbps/1.92Tbps のスイ
ッチング容量を実現し、5548UP は 32 の、5596UP は 48 の 
10GbE 固定ポートをサポート、またそれぞれ 1 つもしくは 3 つ
の拡張ポート モジュールをサポートします。

5500UP シリーズの大きな特徴としては全固定ポートでユニファ
イド ポートをサポートしており、これによりすべてのポートで 
1G/10G/FCoE/FC に対応し、データセンターにおける自由な
サーバ・ストレージ アクセスの設計をサポートします。

Cisco Nexus Data Center Switch Family

Nexus 5000/5500 シリーズ

Cisco Nexus 5000 シリーズの特徴

Cisco Nexus 5000/5500 シリーズは、高密度、ワイヤレート、 ロ
スレス、統合された 1G/10G/FCoE/FC 対応のデータセンター ス
イッチ製品です。

今日のデータセンターでは、強力なマルチコア プロセッサを搭載する
高密度なラックマウント型ブレード サーバの使用が増加しており、
ラック内のコンピューティング密度の急速な増加と、それに伴うバーチャライゼーション ソフトウェアの使用の増加により、10 ギガビット 
イーサネットおよびユニファイド I/O の需要が高まっています。このような状況に最適なのが Cisco Nexus 5000 シリーズです。

低遅延、リバーシブル エア フロー（前面吸気背面排気もしくは背面吸気前
面排気）、および背面ポートを備えたCisco Nexus 5000シリーズは、10
ギガビット イーサネットへの移行を進めているデータセンターや、LAN、
SAN、およびサーバ クラスタ、すべてを 1つのリンク（または、冗長性のため
の二重のリンク）でネットワーク化して処理するユニファイド ファブリックを
導入できるデータセンター向けに設計されています。それまでは独立してい
たインフラストラクチャおよびケーブル配線が集約されて利用率が向上する
ため、必要なアダプタやケーブルの数が最大 50%削減されるとともに、冗長

■ 製品の概要

Cisco DBCBアーキテクチャの主要コンポーネントです。データセンター
のスケーラビリティを向上させるレイヤ 2マルチパスなどの機能を備えてい
ます。また、複数のスイッチをまとめて 1つのNexus 5000で管理する機能
もあります。

■ スケーラブルな 1/10GbE対応 L2スイッチ
カットスルー スイッチング アーキテクチャによって、いかなるフレーム長のフ
レームも低遅延での転送を可能にします。高密度の 10ギガビットで、次世
代データセンターにおけるイーサネット サーバ アクセスのパフォーマンスが
向上します。

■ HPCに最適な高パフォーマンス、低遅延 10ギガビット イーサネット

Fibre Channel over Ethernet（FCoE）によって I/Oを統合することで、
必要な電力供給量やケーブル配線が減り、データセンター ネットワークが単
純になります。

■ ユニファイド ファブリック
迅速なサーバ プロビジョニング、仮想マシン単位のセキュリティ、Quality 
of Service（QoS）という利点が VN-Link技術によってもたらされます。
またサーバ接続をユニファイド I/O によってシンプルにします。

■ 仮想マシン最適化サービス

スイッチが不要になります。このインフラストラクチャの置き換えの結果、電
力供給と冷却のコストの大幅な削減という効果もあります。これは特に、ブレ
ード サーバと同じ設計になっているラック最適化サーバの場合に顕著です。
ケーブル管理の単純化もCisco Nexus 5000シリーズの特徴であり、ホ
ストはどのネットワークにも、統一されたイーサネット インターフェイスを通
して接続できるため、新しいアプリケーションやサービスの迅速な導入が可
能になります。

Nexus 5548UP/5596UP 概要

ユニファイド ポート モジュール N55-M16UP

Nexus 5500 シリーズに新たな拡張モジュール、N55-M16UP 
が追加されました。このモジュールは全ポートがユニファイド ポート
に対応し、すべてのポートで 1G/10G/FCoE/FC に対応します。
こ の モ ジ ュ ー ル は す べ て の Nexus 5500 シ リ ーズ
（N5548P/N5548UP/N5596UP）に対応し、柔軟なサーバ アク
セスの設計を可能にします。

Nexus 5500 シリーズ L3 サポート
Nexus 5500 シリーズにて 5.0（3）N1 から L3 機能のサポートを
開始しました。Nexus 5500 シリーズのすべてのモデル 
Nexus 5548P/UP、Nexus 5596UP で L3 ドーターカード
（N55-D160L3）もしくは L3 拡 張 モジュール オプション
（N55-M160L3）を搭載することにより L3 の機能が利用可能です。
1 モジュールあたり、160Gbps/240Mpps のスループットをサ
ポートするハイ パフォーマンス。機能的にも RIPv2、EIGRP、
OSPF、BGP、VRRP、HSRP、PIM-SM/SSM、MSDP、
IGMPv2/v3、VRF-Lite、QoS、ACL と現在の L3 ネットワークで
要求される幅広い機能をサポートし、また将来的にはソフトウェアの
アップグレードによって、IPv6 もサポート予定です。
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Cisco Nexus Data Center Switch Family

Cisco Nexus 5548UP/5596UP データセンター スイッチ標準構成

■ 拡張モジュール

Cisco Nexus 5000データセンター スイッチ標準構成

Nexus 5020参考構成

■ 拡張モジュール

製品型番 製品名 数量
N5K-C5020P-BF Cisco Nexus 5000 2RUシャーシ、電源なし、5ファン モジュール、40ポート（SFP＋ が必要） 1

N5K-M1600（＝） Cisco Nexus 5000 1000シリーズ モジュール 6ポート10ギガビット イーサネット（SFP＋ が必要） 2

SFP-H10GB-SR（＝） 10GBASE-SR SFP＋ モジュール（SFP＋オプティカルのみ） 12

SFP-H10GB-CU1M（＝） 10GBASE-CU SFP＋ ケーブル 1m（SFP＋オプティカルとケーブル） 20

SFP-H10GB-CU5M（＝） 10GBASE-CU SFP＋ ケーブル 5m（SFP＋オプティカルとケーブル 20

N5K-PAC-1200W（＝） Cisco Nexus 5020 PSUモジュール、A/C、208V 1200W 2

N5KUK9-401AN1.1（＝） Cisco Nexus 5000ベースOSソフトウェア リリース 4.0 1

アクセサリ、電源ケーブル、ライセンス、その他

FCoE、Fiber Channel用の製品型番については個別にお問い合わせください。

Nexus 5010参考構成

製品型番 製品名 数量
N5K-C5010P-BF Cisco Nexus 5000 1RUシャーシ、電源なし、2ファン モジュール、20ポート（SFP＋ が必要） 1

N5K-M1600（＝） Cisco Nexus 5000 1000シリーズ モジュール 6ポート10ギガビット イーサネット（SFP＋ が必要） 1

SFP-H10GB-SR（＝） 10GBASE-SR SFP＋ モジュール（SFP＋オプティカルのみ） 6

SFP-H10GB-CU1M（＝） 10GBASE-CU SFP＋ ケーブル 1m（SFP＋オプティカルとケーブル） 10

SFP-H10GB-CU5M（＝） 10GBASE-CU SFP＋ ケーブル 5m（SFP＋オプティカルとケーブル 10

N5K-PAC-550W（＝） Cisco Nexus 5010 PSUモジュール、A/C、100-240V 550W 2

N5KUK9-401AN1.1（＝） Cisco Nexus 5000ベースOSソフトウェア リリース 4.0 1

アクセサリ、電源ケーブル、ライセンス、その他

FCoE、 Fiber Channel 用の製品型番については個別にお問い合わせください。

Nexus 5548 参考構成

製品型番 製品名 個数

N5K-C5548P-FA Nexus 5548 1RU シャーシ  32固定ポート、 Front-to-Back エア フロー、 2750W AC 電源、ファントレイ、1 
拡張モジュール スロット 1

SFP-10G-SR 10G BASE-SR SFP モジュール 16

SFP-H10GB-CU3M 10G BASE-CU SFP+ ケーブル 3m 8

SFP-H10GB-CU5M 10G BASE-CU SFP+ ケーブル 5m 16

N55-M8P8FP Nexus 5500 モジュール 8p 10GE Eth/FCoE + 8p 8/4/2/1G FC 1

N5KUK9-502N1.1 Nexus 5000 ベース OS ソフトウェア リリース 5.0 （2） N1 （1） 1

N55-8P-SSK9 Nexus 5500 ストレージ ライセンス 8 ポート 8

アクセサリ、電源ケーブル、その他　　       　　　　  

前面

背面

■ Nexus 5548UP ■ Nexus 5596UP

FC＋Ethernet
 ・4ポート10GbE/FCoE/DCE
 ・4ポート1/2/4G FC

56 ポートL2スイッチ
 ・ 40固定ポート10GE/FCoE/DCE
 ・ 2拡張モジュール

前面

背面

28 ポートL2スイッチ
 ・ 20固定ポート10GE/FCoE/DCE
 ・ 2拡張モジュール

Ethernet
 ・6ポート10GE/FCoE/DCE

Fibre Channel
 ・8ポート1/2/4G FC
 ・6ポート1/2/4/8G FC

■ Nexus 5020 ■ Nexus 5010

FC+Ethernet
 ・8 ポート 1G/10G
 ・8 ポート FC

Unified Port
 ・16ポート 1G/10G/FCoE/FC

Ethernet
 ・16 ポート 1G/10G

48 ポート マルチプロトコル/マルチレイヤ スイッチ
 ・ 32 × 固定ポート1G/10GE/FCoE/DCE
 ・ 1 × 拡張モジュール

96 ポート マルチプロトコル/マルチレイヤ スイッチ
 ・ 48 × 固定ポート1G/10GE/FCoE/DCE
 ・ 3 × 拡張モジュール

冗長可能な電源、ファン。サーバと同様の背面ポートケーブリング、前面から背面へのエアーフロー 冗長可能な電源、ファン。サーバと同様の背面ポート ケーブリング、前面から背面へのエア フロー
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Cisco Nexus 5548UP/5596UP データセンター スイッチ標準構成
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Cisco Nexus Data Center Switch Family

Cisco Nexus 2000 シリーズの製品ラインナップは、100M または 1G の RJ-45 接続に対応する Nexus 2224/2248TP、ハイエンド 
サーバ収容に適した 10GESFP+ 対応の Nexus 2232PP、10GBase-T 対応の Nexus 2232TM があり、それぞれのラックごとに異
なるサーバ収容のニーズに細やかに応えます。

Cisco Nexus 2000 シリーズ　製品ラインナップ

※ Nexus 7000シリーズでの FEX接続はCisco Nexus 7000 Series 32ポート 10 ギガビット イーサネット モジュール（non-XL, XLともに）にてサポートされます。
 32ポート1/10G F1モジュールは FEX接続をサポートしません。

Cisco Unified Fabric ファブリック エクステンダー

Nexus 7000 FEX サポート

Cisco Nexus 2000シリーズ Fabric Extenderはデータセン
ターのアーキテクチャおよび運用をシンプルにし、より迅速なビジネ
スやアプリケーションの展開を可能とします。Cisco Nexus 2000
シリーズ Fabric Extenderを上位の Cisco Nexus 7000/5000
のリモート ライン カードとして動作させることで、現在多数展開さ
れているギガビット イーサネットを効率的かつ廉価に収容できるよ
うになります。また、仮想マシン対応、ユニファイド ファブリック、
IEEE Data Center Bridgeをサポートする10ギガビット イーサ
ネット スイッチへの移行を容易にします。

また、Cisco Nexus 2000シリーズ Fabric ExtenderはCisco 
Nexus 7000/5000のリモート ライン カードのように振る舞うた
め、ネットワークやセキュリティの設定、管理はすべて中央のCisco 

Nexus 7000/5000で行うことができるようになります。OSの
アップグレードなども中央のCisco Nexus 7000/5000だけで
済みます。

初期投資金額が少なく、短いケーブルでラック内のサーバを収容で
きる「Top of Rackスイッチ」のメリットと、管理箇所が少なく運用・
管理が容易である「End of Rowスイッチ」のメリットの両方を同時
に実現できます。

また、Cisco Nexus 2000シリーズ Fabric ExtenderはCisco 
Nexus 7000/5000の組み合わせはスパニング ツリー プロトコ
ルを必要としないため、仮想化に最適なフラットな L2ネットワーク
を容易に作ることが可能となります。

ファブリックを各ラックまで延伸　

NX-OS 5.1 より Nexus 7000 において FEX 接続サポートが開始されました。NX-OS 5.2 リリース時点で、FEX 接続をサポートする 
I/O モジュールは M1 32 ポート 10GE モジュール（XL/Non-XL）で、Nexus 2224TP/2248TP/2232PP が FEX 接続可能です
（2224TP/2232PP は NX-OS 5.2 以降が必要）。1 台の Nexus 7000 でサポートされる FEX 接続は最大で 32 台、実に 1536 もの 
1 ギガビット イーサネットを収容できます。設定・管理・ソフトウェアのアップグレードは Nexus 7000 上のみで行われ、高機能なサーバ
接続が要求されるデータセンターにおいて、大幅な TCO の削減を約束します。また Nexus7000 で利用可能な ISSU、L3 Routed 
Interface、VDC など豊富な機能を FEX 上で利用できます。

NX-OS 5.2 リリースでサポートされるNexus 7000 
FEX のサーバ接続構成。

※L3 Routed Inerface/Subinterface にも対応

 ・ シングル ホーム接続
 ・ シングル ホーム ポート チャネル接続
 ・ デュアル ホーム接続（Active/Standby）
 ・ ホスト VPC（Active/Active）

■ Nexus 7000 FEX接続構成

Nexus 5000
Nexus 5000

Virtualized Chassis

Fabric Extender（FEX）

Nexus 5000 Fabric Extender（FEX）
Fabric ExtenderはCisco Nexus 5000のリモート ライン カー
ドとして認識されNexus 5000とFabric Extender全体で、1つ
の筐体のように振る舞い、仮想的なファブリックシステム（Virtual 
Fabric System）を形成します。

active standby active active

サーバ ポート数 32 ポート 1/10GE

アップリンク ポート数 8 ポート 10GE

ハードウェア フォワーディング 800Gbps（全二重）/595Mpps

サポートされる親スイッチ Cisco Nexus 5000 シリーズ

■ Nexus 2232PP

サーバ ポート数 32 ポート 10GBase-T

アップリンク ポート数 8 ポート 10GE SFP+

ハードウェア フォワーディング 800Gbps（全二重）/595Mpps

サポートされる親スイッチ Cisco Nexus 5000 シリーズ

■ Nexus 2232TM

サーバ ポート数 48 ポート 100BaseT/1000Base-T

アップリンク ポート数 4 ポート 10GE

ハードウェア フォワーディング 176Gbps（全二重）/131Mpps

サポートされる親スイッチ Cisco Nexus 5000 シリーズ
Cisco Nexus 7000 シリーズ

■ Nexus 2248TP

サーバ ポート数 24 ポート 100BaseT/1000Base-T

アップリンク ポート数 2 ポート 10GE

ハードウェア フォワーディング 88Gbps（全二重）/65Mpps

サポートされる親スイッチ Cisco Nexus 5000 シリーズ

■ Nexus 2224TP

サーバ ポート数 48 ポート /1000Base-T

アップリンク ポート数 4 ポート 10GE

ハードウェア フォワーディング 176Gbps（全二重）/131Mpps

サポートされる親スイッチ Cisco Nexus 5000 シリーズ

■ Nexus 2148T
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Cisco Nexus Data Center Switch Family

Cisco Nexus 2000シリーズ Fabric Extender（FEX）標準構成

Cisco Nexus 2000シリーズの筐体には、1つの電源、ファン モジュール、およびアクセサリ キットが初めから含まれています。また、
Cisco Nexus 2000シリーズ自体にOSは付属されず、上位のスイッチ、Nexus 5000シリーズのOSにバンドルされる形になります。
Nexus 2232PPにおいては FCoE接続がサポートされています。

参考構成

製品型番 製品名 数量

N2K-C2248T-1GE Cisco Nexus 2000 Series 1GE Fabric Extender、2PS、1 Fan Module、
48×100/1000T＋4×10GE（req SFP＋） 1

SFP-H10GB-CU5M（＝） 10GBASE-CU SFP＋ ケーブル 5m 4

N2K-C2148T-FAN＝ Cisco Nexus 2000 FEX 1GE Fan Module、spare 1

アクセサリ、電源ケーブル、ライセンス、その他

サーバと同様の背面ポート ケーブリング、前面から背面へのエア フロー

■ Nexus 2248TP

前面

背面

冗長可能な電源とファン

ステータス
LEDs

48×100/1000 Base-T 4×10GE
アップリンク
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Cisco Nexus 3000 データセンター スイッチはHFT（ハイフレクエンシー トレーディング）/HPC（ハイパフォーマンス コンピューティン
グ）環境で要求される超低遅延・マイクロバースト対応を提供する、新たなNexus スイッチ ファミリです。48 ポートのSFP+（1/10GbE）
と4 ポートの QSFP+ を搭載、ネイティブで L2/L3 にも対応します。

Cisco Nexus Data Center Switch Family

Cisco Nexus 3000 超低遅延データセンター スイッチ

Nexus 5500 シリーズとの最大の違いは Nexus 3000 はすでに
触れたとおり HFT/HPC に特化した機能に絞られており、Nexus 
5500 シリーズでサポートされている Nexus 2000 FEX のサポー
ト、VM-FEX、Adapter-FEX、FabricPath などの通常のデータセ
ンターで要求されている機能は除外されています。

Nexus 3000 シリーズの登場により、Nexus シリーズはさまざま
な顧客のさまざまな要望に、さらに柔軟かつ強力にサポートしてい
きます。

Nexus 3000 の主な特徴は 1 マイクロセカンド以下の（@64 
Byte）の超低遅延（L2/L3）と、1RU で 64 ポートの 10GbE をサ
ポートする高密度です。4 ポートの QSFP+ はオクトパス ケーブル
を使用することにより、QSFP+ を 4 ポート SFP+ に変換し、4 
ポート 10GbE として利用可能です。また、他の Nexus シリーズと
同様、業界をリードするデータセンター クラスの NX-OS を採用、
他の Nexus ファミリと同等の管理インターフェイスと豊富な機能
を提供します。640Gbps/480Mpps のワイヤレート L3 パフォー
マ ン ス と、 RIPv2、EIGRP、OSPF、BGP、VRRP、HSRP、
PIM-SM/SSM、MSDP、IGMPv2/v3、VRF-Lite、QoS、ACL
などデータセンターで要求される豊富な L3 機能を提供します。

Cisco Nexus3000 標準構成

Nexus 5500 と Nexus 3000 シリーズの比較

Cisco Nexus 3000 シリーズの筐体には、2 つの電源、冗長ファン モジュール、およびアクセサリー キットが初めから含まれています。L3 
の機能はネイティブでサポートしますが、L3 機能利用のためには L3 ライセンスの購入が必要です。ライセンスにはベースとエンタープライ
ズ ライセンスの 2 種類があり、ベース L3 ライセンスでは限られた範囲での L3 機能が使用可能です。Nexus3000 でサポートされるすべ
ての L3 機能を利用するためにはエンタープライズ L3 ライセンスが必要ですが、このライセンスはベース ライセンスがインストールされてい
る必要があります。

参考構成

製品型番 製品名 数量
N3K-C3064PQ-10GE ベース シャーシ、L2 のみ対応、2 つの電源、冗長ワントレイを含む 1

N3K-BAS1K9 ベース L3 サービス、スタティック ルート、Ripv2、EIGRP Stub、OSPF（ルート数制限あり）、 PIM 1

N3K-LAN1K9 エンタープライズ L3 サービス、OSPF（ルート数制限なし）、BGP、VRF-lite、要ベース ライセンス 1

Nexus 5500 ファミリ
1RU 48 ×10GE & 2RU 96 ×10GE

40GE 対応（予定）

L3 サポート─柔軟な L3 対応
遅延 ： L2 : 1.8 – 2.3 usecs L3 : < 5usecs

PTP 1588 対応

1/10GE、FCoE、FC

FEX-Link ： Nexus 2000対応
Virtualization ： Adapter-FEX/VM-FEX

Unified Fabric ： concurrent GE/10GE/FE/FCoE

10GBase-T 対応予定
FabricPath & Trill 対応予定

サーバと同様の背面ポート ケーブリング、リバーシブル エア フロー

■ Nexus 3064PQ-10GE

前面

背面

冗長可能な電源とファン

ステータス
LEDs

40 ×1/10GbE 4 ×QSFP+
アップリンク

Nexus 3000 ファミリ
1RU 64 ×10GE

40GE  対応

L3 サポート Support ─ワイヤレート
遅延 ： L3/L2 :  < 1 usec

PTP 1588 対応

1/10GE

Nexus 5500 シリーズとNexus 3000 シリーズ
の主な違いは FEX、Adapter-FEX/VM-FEX、
FabricPath、10GBase-T 対応の有無

Nexus 3064PQ-10GE
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■ Nexus 3064PQ-10GE

前面

背面

冗長可能な電源とファン

ステータス
LEDs

40 ×1/10GbE 4 ×QSFP+
アップリンク
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FabricPath、10GBase-T 対応の有無

Nexus 3064PQ-10GE
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Cisco Nexus 4000シリーズ ブレード スイッチ

Cisco Nexus 4000のすべてのポートは、ギガビット イーサネットと10ギガビット イーサネットの両方の自動ネゴシエーションを
サポートし、Fibre Channel over Ethernet（FCoE）をサポートし、さらに IEEE の Data Center Bridging（DCB）仕様に完全に
準拠しています。
Cisco Nexus 4000スイッチの主な 4つの利点は次のとおりです。

Cisco Nexus 4000シリーズ ブレード スイッチは、Cisco Nexusファミリの利点をブレード サー
バにまで拡大します。Cisco Data Business Advantageネットワーク基盤の一部であるCisco 
Nexus 4000シリーズは、ブレード サーバ システム構築におけるさまざまな問題を解決します。

 ・ 単一シャーシ内のスイッチとケーブル数の増加
 ・ 仮想マシン モビリティへの要求
 ・ 必要帯域の増加
 ・ 電力増加

ブレード サーバでCisco Nexus 4000を使用してユニファイド ファブリッ
クを展開すると、スイッチ、ネットワーク インターフェイス カードの数、および
所要電力を削減できます。

■ TCOの低減：

Cisco Nexus 4000はユニファイド スイッチASICをベースに設計され
た、ラインレートで動作する低遅延10ギガビット イーサネット スイッチです。

■ 高いパフォーマンス：

TCO（Total Cost of Ownership）削減

Cisco Nexus 4000を使用してユニファイド ファブリックを展開すること
でサーバ インターフェイスが統合され、ケーブル配線が簡素化されることに
よってVMモビリティが向上します。

■ サーバ仮想化対応の強化：

Cisco Nexus 4000はNX-OSをブレード サーバ アクセスにまで拡張し、
データセンター全体に単一のモジュール型オペレーティング システムを提
供します。

■ 復元力の向上： 

Nexus 4001Iスイッチ モジュール
Cisco Nexus 4000シリーズ ブレード スイッチは、まず第一弾として
IBM BladeCenterの Hシャーシおよび HTシャーシ向けブレード 
スイッチ ソリューションを提供します。Cisco Nexus 4001Iは、IBM 
BladeCenter HシャーシまたはHTシャーシの高速スロット（HSS）に
挿入されます。Cisco BladeCenter HシャーシおよびHTシャーシは、1
つのシャーシにつき最大 4枚のCisco Nexus 4001Iスイッチをサポート
するように設計されています。

■ 14ダウンリンク& 6アップリンク10Gポート
■ デュアル モード ダウンリンク ポート（サーバへ 1G/10G）
■ RJ-45管理インターフェイス
■ RS-232コンソール ポート
■ IBM BladeCenter Hのハイ スピードスロット
■ シャーシごとに最大 4つの 4001I

製品型番 説明

SFP-10G-LR 10GBASE-LR SFP＋ モジュール（シングルモード ファイバ（SMF））
SFP-10G-SR 10GBASE-SR SFP＋ モジュール（マルチモード ファイバ（MMF））

SFP-H10GB-CU1M 10GBASE-CU SFP＋ ケーブル 1 m（Twinaxケーブル）
SFP-H10GB-CU3M 10GBASE-CU SFP＋ ケーブル 3 m（Twinaxケーブル）
SFP-H10GB-CU5M 10GBASE-CU SFP＋ ケーブル 5 m（Twinaxケーブル）
GLC-T 1000BASE-T SFP

GLC-SX-MM GE SFP、LCコネクタSXトランシーバ（MMF）
GLC-LH-SM GE SFP、LCコネクタLX/LHトランシーバ（SMF）

 ・ 14ポートの固定 10ギガビット イーサネット サーバ接続ダウンリンク
（自動検知式ポートを装備、ギガビット イーサネット モードでも動作可能）

 ・ 6ポートの固定 10ギガビット イーサネットSmall Form-Factor Pluggable 
Plus（SFP+）、アップリンク（自動検知式ポートを装備、ギガビット イーサネット 
モードでも動作可能）

 ・ 3ポートの管理インターフェイス：
外部 10/100/1000BASE-Tポート（mgmt 0）が 1ポート、
高度な管理モジュール（AMM）接続用内部ポート（mgmt 1）が 1ポート、
インターフェイスVLAN機能を使用したインバンド管理インターフェイスが 1ポート

 ・ 1ポートのRS-232シリアル コンソール ポート

■ 構成

Cisco Nexus 4001Iは、Cisco 10GBASE Small Form-Factor Pluggable Plus（SFP＋）モジュールを組み合わせることで、さま
ざまな 10ギガビット イーサネット接続オプションに対応します。ラック内または隣接ラックとのケーブル配線用として、SFP＋ 直接接続 10
ギガビット イーサネット銅ケーブルをサポートします。これは、トランシーバとTwinaxケーブルを統合した、エネルギー効率が高く低コスト
の革新的なソリューションです。また、長いケーブルの配線用として、マルチモードおよびシングルモードのオプティカルSFP＋ トランシーバ
をサポートします。

■ トランシーバおよびケーブルのオプション

10Gアップリンク ポート

管理インターフェイス

イジェクター ハンドル

コンソール

LAN SAN A SAN B LAN SAN A SAN B

Enhanced Ethernet and FCoE Ethernet FC

既存のブレード サーバ環境での LAN & SAN Nexus 4000でユニファイド I/Oを実現
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Cisco Nexus 1000V仮想マシン アクセス スイッチは、VMware ESX環境用に実装されたインテリジェント ソフトウェア スイッチです。
VMware ESXハイパーバイザの内部で実行されるCisco Nexus 1000Vは、Cisco VN-Linkサーバ仮想化テクノロジーをサポート
します。

データセンターにサーバ仮想化を導入した場合、通常、仮想サーバは物理サーバとは異なる方法で管理されます。サーバ仮想化は特殊な展
開として扱われるため、展開にかかる時間が長く、サーバ、ネットワーク、ストレージ、セキュリティそれぞれの管理者間の高度な連携が必要
です。しかし、Cisco Nexusファミリの他の製品と同様にNX-OSを採用したCisco Nexus 1000Vを使用すると、VM（仮想マシン）か
らアクセス スイッチ、アグリゲーション スイッチ、およびコア スイッチに至る経路全体で、一貫性のあるネットワーキング フィーチャ セットと
プロビジョニング プロセスを実現できます。仮想サーバに対して、物理サーバと同じネットワーク構成、セキュリティ ポリシー、ツール、および
運用モデルを適用できます。仮想化の管理者は、ネットワーク管理者によってあらかじめ定義されたネットワーク ポリシーを活用できるの
で、仮想マシンの管理に集中することができます。この包括的な一連の機能により、サーバ仮想化の展開にかかる時間を短縮し、サーバ仮想
化の利点を短期間で実現することが可能です。

Cisco Nexus 1000Vスイッチには 2つの主要コンポーネントがあります。1つはVirtual Ethernet Module（VEM）で、ハイパーバイ
ザの内部で実行されます。もう1つは外部のVirtual Supervisor Module（VSM）で、VEMを管理します。

VN-Linkネットワーク サービス ソフトウェア ソリューション
Cisco Nexus 1000V Virtual Switch

Cisco Nexus 1000V Virtual Ethernet Moduleは、VMware ESXまたは ESXiカーネルの一部として実行され、VMware Virtual Switchの機能
を代わりに実行します。VEMは、シスコとVMwareが共同開発したVMware vNetwork Distributed Switch APIを利用して、仮想マシンに高度なネッ
トワーク機能を提供します。このような高レベルの統合により、Cisco Nexus 1000Vは、VMware VMotionやDistributed Resource Scheduler
（DRS）などのすべてのサーバ仮想化イベントを完全に認識することができます。VEMはVirtual Supervisor Moduleから構成情報を取得し、次のよう
な高度なスイッチ機能を実行します。

QoS：
セキュリティ：プライベートVLAN、アクセス コントロール リスト、Cisco TrustSecアーキテクチャ
監視：NetFlow、SPAN、ERSPAN

■ Virtual Ethernet Module

Cisco Nexus 1000V Virtual Supervisor Moduleは、複数のVEMを1つの論理モジュラ スイッチとして制御します。Virtual Supervisor Module
は、物理的なライン カード モジュールの代わりに、サーバ内部のソフトウェアで実行されるVEMをサポートします。構成はVirtual Supervisor Module
を通して実行され、自動的にVEMに伝達されます。管理者がハイパーバイザ内部のソフトスイッチを構成する際は、ホストごとに作業するのではなく、構成を
定義してから、Virtual Supervisor Moduleで管理しているすべてのVEMに対して適用することで、すぐにその構成を使用できます。

■ Virtual Supervisor Module

多様な選択肢が選べるNexus 1000Vの展開シナリオ
Cisco Nexus 1000Vは、ラック サーバ、ブレード サーバといった
あらゆる種類のサーバと連携可能です。また、ブレード スイッチ、
ラック スイッチ、モジュラ タイプのスイッチとどのタイプのスイッチが
アップストリームに来ても連携可能で、1Gbps、10Gbpsと任意の
速度で動作させることができます。Nexus 1000V VSMは仮想ア
プライアンスとしてVMとしての展開、あるいは、物理アプライアン
スとしての展開が可能です。物理アプライアンスは、その筺体内に4
つのVSMを持つことができます。また、Network Analysis 
Module（NAM）を仮想的なモジュールとして持つことも可能にな
る予定です。

VMware Virtual Centerの内部では、VMは従来と同じように
構成されます。Virtual Centerでネットワーク構成を定義するので
はなく、Cisco Nexus 1000V Supervisorで定義されたポート 
プロファイルが Virtual Center内でポート グループとして表示さ
れます。仮想化の管理者は、事前に構成したポート グループを使用
でき、VMの管理に集中できます。

Cisco Nexusファミリの他の製品と同様に、Cisco Nexus 1000V
も、Cisco Data Center Network Managerの包括的なツール
を使用して管理できます。

ハードウェア ベースのソリューションでは、シスコとVMwareとが協同で開発して IEEEに提出している、新しい標準ベースの仮想ネット
ワーキング プロトコルをサポートするスイッチでサポートされます。従来のハードウェア スイッチはどのパケットがどのVM（仮想マシン）か
ら来ているのかを判断できないため、セキュリティなどのポリシーをVMごとに付与するのが困難です。シスコのVN-Linkソリューションを
使用すると、VMのVnicごとにタグを付与することにより、ハードウェア スイッチのほうでどのVMからトラフィックが来ているのか認識す
ることが可能になります。タグは、ソフトウェアあるいはハードウェアのイニシエータによって付与されます。

VN-Linkネットワーク サービス ハードウェア ソリューション
Cisco Nexus 5000 with VN-Link

VMW ESX

VEM

サーバ 3
VM
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Virtual Ethernet Module（VEM）
・ 既存の vSwitchから置き換え
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スイッチング機能を
・ 仮想マシンごとのスイッチ ポート、セキュリティ、
ネットワーク ポリシー

Virtual Supervisor Module（VSM）
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・ Nexus 1000Vは他のNexusと同じ

CLIでの設定が可能
・ 複数のVEMを1つの
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Cisco Nexus 1000VはVMworld 2008において
NewTechnologyカテゴリでアワードを受賞しました。
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プロビジョニング プロセスを実現できます。仮想サーバに対して、物理サーバと同じネットワーク構成、セキュリティ ポリシー、ツール、および
運用モデルを適用できます。仮想化の管理者は、ネットワーク管理者によってあらかじめ定義されたネットワーク ポリシーを活用できるの
で、仮想マシンの管理に集中することができます。この包括的な一連の機能により、サーバ仮想化の展開にかかる時間を短縮し、サーバ仮想
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Cisco Nexus 1000Vスイッチには 2つの主要コンポーネントがあります。1つはVirtual Ethernet Module（VEM）で、ハイパーバイ
ザの内部で実行されます。もう1つは外部のVirtual Supervisor Module（VSM）で、VEMを管理します。

VN-Linkネットワーク サービス ソフトウェア ソリューション
Cisco Nexus 1000V Virtual Switch

Cisco Nexus 1000V Virtual Ethernet Moduleは、VMware ESXまたは ESXiカーネルの一部として実行され、VMware Virtual Switchの機能
を代わりに実行します。VEMは、シスコとVMwareが共同開発したVMware vNetwork Distributed Switch APIを利用して、仮想マシンに高度なネッ
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QoS：
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■ Virtual Ethernet Module
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Module（NAM）を仮想的なモジュールとして持つことも可能にな
る予定です。

VMware Virtual Centerの内部では、VMは従来と同じように
構成されます。Virtual Centerでネットワーク構成を定義するので
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プロファイルが Virtual Center内でポート グループとして表示さ
れます。仮想化の管理者は、事前に構成したポート グループを使用
でき、VMの管理に集中できます。

Cisco Nexusファミリの他の製品と同様に、Cisco Nexus 1000V
も、Cisco Data Center Network Managerの包括的なツール
を使用して管理できます。

ハードウェア ベースのソリューションでは、シスコとVMwareとが協同で開発して IEEEに提出している、新しい標準ベースの仮想ネット
ワーキング プロトコルをサポートするスイッチでサポートされます。従来のハードウェア スイッチはどのパケットがどのVM（仮想マシン）か
ら来ているのかを判断できないため、セキュリティなどのポリシーをVMごとに付与するのが困難です。シスコのVN-Linkソリューションを
使用すると、VMのVnicごとにタグを付与することにより、ハードウェア スイッチのほうでどのVMからトラフィックが来ているのか認識す
ることが可能になります。タグは、ソフトウェアあるいはハードウェアのイニシエータによって付与されます。
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サーバが仮想化されていない環境では、SANサービスは、物理サー
バごとにアドレスを割り振り、物理サーバごとにストレージへのアク
セスを提供すれば問題ありませんでした。また、構成は何台かのサー
バが 1つのストレージをシェアするN対 1でした。

仮想マシン（VM）をデータセンターで導入した場合、このルールは
変わります。SANサービスは、仮想サーバ単位でアドレスを割り振
り、仮想サーバごとにストレージへのアクセスを提供する必要性が
出てきます。また、VM環境では、複数、物理サーバをクラスタ（通常
32台程度のクラスタ）を組み、複数のストレージをシェアするN対
Mのメッシュ型の構成へと移行していきます（右図）。

また、VMを導入する環境ではブレード タイプのサーバが使用され
るケースが増えてきます。そのため、ブレード サーバ使用時に最適化
された機能が要求されます。

VN-Linkストレージ サービスは、そういった仮想化されたときに直面する変化に対応するための機能を提供します。VN-Linkストレージ 
サービスは仮想化された環境で必要なサービスの総称で、実際はNPIVなど以下で紹介するいくつかの機能の集まりです。
＊一部機能は、Nexusでも現在提供中です。

Cisco MDSファミリで実現する＊

VN-Linkストレージ サービス

物理サーバ内にある個別の仮想マシンを、SANやストレージからみて個別に認識させるためには、仮想マシンごとの ID、アドレスが必要で
す。N-Port ID Virtualization（NPIV）というファイバ チャネル プロトコルの機能を使用すると、仮想サーバごとにユニークな ID、アドレス
を付与することができるようになります。NPIVは、仮想的なHost Bus Adaptor（HBA）を各仮想マシンごとに用意し、それぞれにユニー
クな Fibre Channel ID（FCID）を割り当てることを可能にします。また、この IDは仮想マシンが別の物理サーバに移動しても使い続ける
ことができます。NPIVはANSIT11で標準化されている機能になります。

■ 仮想マシンごとのアドレッシング（NPIV）

仮想マシンごとにユニークな IDを割り当てることが可能になれば、
従来どおり仮想マシンごとにゾーニングなどのセキュリティやQoS
などの機能が可能になります。さらには、FC-Ping などのトラブル
シュート、FabricManager を用いたパフォーマンス モニターが仮
想マシン単位で可能になります。

■ 仮想マシンごとのセキュリティ、QoS

NPIVを使用すると、仮想マシンごとのゾーニングが可能になりま
す。しかし、仮想化されたN対Mのメッシュの環境では、ゾーンの
設計が非常に複雑になり、（アクセス コントロール リストのような仕
組みである）ゾーニングによるSANファブリックの管理、設計は非
常に困難となってきます。またゾーニングの設定変更を行うとN対
Mすべてのサービスが中断するため、ゾーンニングによる設定変更
は事実上不可能です。

そこで、仮想マシンごとのVSANが重要になってきます。最初から、
各仮想マシンをVSANを使用して論理的に別のファブリックに収
容することで複雑な設計・設定が軽減されます。また、設定変更を
行っても他のVSANにまったく影響を与えないため、より柔軟な運
用を実現することが可能になります。

■ 仮想環境ではゾーニングでのアクセス制御はほぼ不可能に

仮想サーバごとのVSAN割り当て（F-Portトランク）

仮想マシンごとのVSANは、VSAN、NPIVとF-Port トランク機
能との組み合わせによって実現されます。

もともと、E-Port間を ISLトランクすることにより複数 VSAN情
報をSANスイッチ間で伝達していました。F-Portトランクの機能
により、SANスイッチ間だけではなく、SANスイッチとサーバの間
で、複数 VSAN情報を伝達することが可能になります。
また、F-Portトランクは下記のNPVとの併用も可能です。

サーバ、ストレージ間の信頼性の確保（F-Portチャネル）

F-Portトランク同様、従来より、E-Port間で ISLチャネルを組む
ことでSANスイッチ間の冗長性と帯域増強が可能です。この
F-Portチャネル機能を使用することにより、SANスイッチ間だけで
なく、SANスイッチとサーバの間でチャネルを組むことが可能にな
ります。サーバの仮想化でサーバ、SANスイッチ間でより信頼性と
帯域が求められる中、最適なソリューションです。
また、F-Portチャネルは下記のNPVとの併用も可能です。

ブレードおよびラック サーバ環境で
I/Oの仮想化（FlexAttach）

NPVに加えて、FlexAttachの機能を使用すると、ブレード 
サーバ環境および、ラック サーバ環境での I/Oの仮想化を実現
できます。

FlexAttachの機能を使用すると、新たにブレード サーバをエン
クロージャに挿し込んだり、もともとあったブレード サーバをエン
クロージャから抜き挿ししたとしても、ブレードFCスイッチのほ
うで設定の変更がまったく必要なくなります。これはブレード 
サーバを 1エンクロージャの中だけでなく違うエンクロージャに
移したとしても同様です。

もちろん、エンクロージャを買ったばかりで、なにもブレード サー
バが挿さっていない状態で、ブレードFCスイッチにFlexAttach
の設定をしておくことも可能です。これによりSANの設定をまっ
たく気にせずにサーバ管理者はブレードを追加できます。

ブレード サーバ環境をスケールさせる（NPV）
N-Port Virtualizer（NPV）は、NPIVの拡張機能で、ブレード用の FCスイッチや、FCラック スイッチを、NPIV機能を持ったHBAのよ
うに振る舞わせることができます。これによりブレード環境におけるSANの管理を簡素化します。また、HBAとして振る舞うためドメイン
IDの消費を防ぐことができます。
実際、ブレードなどのサーバの密度が高い環境では、多くのSANスイッチを使用する必要があります。SANスイッチを1つ使用するとドメ
イン IDという IDを1つ消費します。ドメイン IDは、論理的にはファブリックごと（VSANごと）に256まで持つことが可能ですが、実際は、
50以下の数しかストレージ ベンダーではサポートされません。

Traffic Pattern：32-Node Hypervisor Cluster
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サーバが仮想化されていない環境では、SANサービスは、物理サー
バごとにアドレスを割り振り、物理サーバごとにストレージへのアク
セスを提供すれば問題ありませんでした。また、構成は何台かのサー
バが 1つのストレージをシェアするN対 1でした。

仮想マシン（VM）をデータセンターで導入した場合、このルールは
変わります。SANサービスは、仮想サーバ単位でアドレスを割り振
り、仮想サーバごとにストレージへのアクセスを提供する必要性が
出てきます。また、VM環境では、複数、物理サーバをクラスタ（通常
32台程度のクラスタ）を組み、複数のストレージをシェアするN対
Mのメッシュ型の構成へと移行していきます（右図）。

また、VMを導入する環境ではブレード タイプのサーバが使用され
るケースが増えてきます。そのため、ブレード サーバ使用時に最適化
された機能が要求されます。

VN-Linkストレージ サービスは、そういった仮想化されたときに直面する変化に対応するための機能を提供します。VN-Linkストレージ 
サービスは仮想化された環境で必要なサービスの総称で、実際はNPIVなど以下で紹介するいくつかの機能の集まりです。
＊一部機能は、Nexusでも現在提供中です。

Cisco MDSファミリで実現する＊

VN-Linkストレージ サービス

物理サーバ内にある個別の仮想マシンを、SANやストレージからみて個別に認識させるためには、仮想マシンごとの ID、アドレスが必要で
す。N-Port ID Virtualization（NPIV）というファイバ チャネル プロトコルの機能を使用すると、仮想サーバごとにユニークな ID、アドレス
を付与することができるようになります。NPIVは、仮想的なHost Bus Adaptor（HBA）を各仮想マシンごとに用意し、それぞれにユニー
クな Fibre Channel ID（FCID）を割り当てることを可能にします。また、この IDは仮想マシンが別の物理サーバに移動しても使い続ける
ことができます。NPIVはANSIT11で標準化されている機能になります。

■ 仮想マシンごとのアドレッシング（NPIV）

仮想マシンごとにユニークな IDを割り当てることが可能になれば、
従来どおり仮想マシンごとにゾーニングなどのセキュリティやQoS
などの機能が可能になります。さらには、FC-Ping などのトラブル
シュート、FabricManager を用いたパフォーマンス モニターが仮
想マシン単位で可能になります。

■ 仮想マシンごとのセキュリティ、QoS

NPIVを使用すると、仮想マシンごとのゾーニングが可能になりま
す。しかし、仮想化されたN対Mのメッシュの環境では、ゾーンの
設計が非常に複雑になり、（アクセス コントロール リストのような仕
組みである）ゾーニングによるSANファブリックの管理、設計は非
常に困難となってきます。またゾーニングの設定変更を行うとN対
Mすべてのサービスが中断するため、ゾーンニングによる設定変更
は事実上不可能です。

そこで、仮想マシンごとのVSANが重要になってきます。最初から、
各仮想マシンをVSANを使用して論理的に別のファブリックに収
容することで複雑な設計・設定が軽減されます。また、設定変更を
行っても他のVSANにまったく影響を与えないため、より柔軟な運
用を実現することが可能になります。

■ 仮想環境ではゾーニングでのアクセス制御はほぼ不可能に

仮想サーバごとのVSAN割り当て（F-Portトランク）

仮想マシンごとのVSANは、VSAN、NPIVとF-Port トランク機
能との組み合わせによって実現されます。

もともと、E-Port間を ISLトランクすることにより複数 VSAN情
報をSANスイッチ間で伝達していました。F-Portトランクの機能
により、SANスイッチ間だけではなく、SANスイッチとサーバの間
で、複数 VSAN情報を伝達することが可能になります。
また、F-Portトランクは下記のNPVとの併用も可能です。

サーバ、ストレージ間の信頼性の確保（F-Portチャネル）

F-Portトランク同様、従来より、E-Port間で ISLチャネルを組む
ことでSANスイッチ間の冗長性と帯域増強が可能です。この
F-Portチャネル機能を使用することにより、SANスイッチ間だけで
なく、SANスイッチとサーバの間でチャネルを組むことが可能にな
ります。サーバの仮想化でサーバ、SANスイッチ間でより信頼性と
帯域が求められる中、最適なソリューションです。
また、F-Portチャネルは下記のNPVとの併用も可能です。

ブレードおよびラック サーバ環境で
I/Oの仮想化（FlexAttach）

NPVに加えて、FlexAttachの機能を使用すると、ブレード 
サーバ環境および、ラック サーバ環境での I/Oの仮想化を実現
できます。

FlexAttachの機能を使用すると、新たにブレード サーバをエン
クロージャに挿し込んだり、もともとあったブレード サーバをエン
クロージャから抜き挿ししたとしても、ブレードFCスイッチのほ
うで設定の変更がまったく必要なくなります。これはブレード 
サーバを 1エンクロージャの中だけでなく違うエンクロージャに
移したとしても同様です。

もちろん、エンクロージャを買ったばかりで、なにもブレード サー
バが挿さっていない状態で、ブレードFCスイッチにFlexAttach
の設定をしておくことも可能です。これによりSANの設定をまっ
たく気にせずにサーバ管理者はブレードを追加できます。

ブレード サーバ環境をスケールさせる（NPV）
N-Port Virtualizer（NPV）は、NPIVの拡張機能で、ブレード用の FCスイッチや、FCラック スイッチを、NPIV機能を持ったHBAのよ
うに振る舞わせることができます。これによりブレード環境におけるSANの管理を簡素化します。また、HBAとして振る舞うためドメイン
IDの消費を防ぐことができます。
実際、ブレードなどのサーバの密度が高い環境では、多くのSANスイッチを使用する必要があります。SANスイッチを1つ使用するとドメ
イン IDという IDを1つ消費します。ドメイン IDは、論理的にはファブリックごと（VSANごと）に256まで持つことが可能ですが、実際は、
50以下の数しかストレージ ベンダーではサポートされません。
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この資料の記載内容は 2011 年 9 月現在のものです。
この資料に記載された仕様は予告なく変更する場合があります。

シスコシステムズ合同会社
〒 107-6227 東京都港区赤坂 9-7-1 ミッドタウン・タワー　
http://www.cisco.com/jp
お問い合わせ先：シスコ コンタクトセンター
0120-092-255（フリーコール、携帯電話・PHS含む）
電話受付時間：平日10:00～12:00、13:00～17:00
http://www.cisco.com/jp/go/contactcenter/
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